
Derwent Data Analyzer Blueprint for Success 

 
 

企業レポート 
企業の特許ポートフォリオをすばやく分析するどうしたらよいだろうか？ 出願時期、特許発行国、
テクノロジーによって、企業の特許出願トレンドを把握する方法はあるだろうか？ 例えば新規ター
ゲット市場や特定可能な新規テクノロジーなど、新たなトレンドはあるだろうか？ 

Derwent Data Analyzer (DDA) では、企業レポートを含む自動レポート機能を利用でき、すばやく詳細な分析を行う
ことができます（企業比較レポートおよび技術レポートも参照）。企業レポートは、人名、機関名、国、年、技術に基づ
いて単一の譲受人を分析し、Excel ファイルのレポートを作成します。 

Derwent Innovation で検索を実行し、結果をエクスポート 
企業レポートを実行する前に、Derwent Innovation にて譲受人/出願人の検索を実行し、分析のためのデータをエクス
ポートします。 

包括的な譲受人検索を実行 

 

1. 企業レポートを実行する譲受人/出願人を決定 
2. 包括的な譲受人/出願人の検索をさまざまなフィ

ールドとともに実行（例: コーポレートツリー、
譲受人/出願人フィールド、最新-米国、DWPI 出
願人コード、代理人フィールドなど） 

3. 検索を実行 
4. 任意で、「DWPI ファミリーを取得」の選択や、

折りたたみ単位で「出願番号」を選択 
 

データをエクスポート 

 

1. [エクスポート] をクリックし、[エクスポートと
レポートのオプション] メニューを表示 

2. [フォーマット] で、[Derwent Data Analyzer] 
を選択 

3. 予測データの法的状況の情報（有効/無効、推定
有効期限、推定残存期間）を含む、DDA での分
析に最適なフィールドが割り当てられています 

4. 任意でファイル名を指定し、[作成] をクリック 
 

注記: 作成されるファイルには、拡張子 pdtf が付加さ
れます。インポート処理を DDA 上で実行する代
わりに、pdtf ファイルをダブルクリックするだけ
で、自動的に DDA が起動し、インポート処理が
開始されます。 
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Derwent Data Analyzer で企業レポートを作成 
企業レポートに対して、譲受人/出願人フィールドを選択するためのヒント 
正確なレポートを作成するには、手動のクリーンアップを実施することを推奨しています。例えば、[譲受人/出願人] フ
ィールドに対しては、 DDA の当該フィールドで、最終的なリストから個人を除去したものを使用することをおすすめ
します。また、このリストのさらなるクリーンアップが必要となります。これは、Ｍ&A、スペルエラー、企業名のわず
かな差異によって、DDA の自動化アルゴリズムではマッチしないためです。その他のフィールドについては、デフォル
トではないフィールドでレポートを実行したほうが役立つ場合があります。 

譲受人/出願人フィールド 

 

1. サマリー画面で、譲受人/出願人フィールドを探
す 

2. [譲受人/出願人（クリーンアップ済み - 個人を除
く）] をダブルクリック 

その他のフィールドは？ 

• [譲受人/出願人] は、オリジナルの譲受人です。 
• [譲受人/出願人（ベスト）] は、DWPI 譲受人デ

ータの階層に従います。 
• [譲受人コード – DWPI] は、企業に割り当てられ

た 4 桁のコードです。大企業に対しては、DWPI 
コードの使用をおすすめします。 

リストのクリーンアップ 

 
 

サマリー画面のフィールドをダブルクリックするとリ
ストが表示されます。左の上図には、最も頻出する譲
受人/出願人のデータが表示されます。 
リストを元に分析を開始し、棒グラフや円グラフ、ワ
ードクラウドを作成します。 
ただし、リストの分析を開始する前に、データをクリ
ーンアップしてください。  
1. リボン上のデータ編集タブをクリック 
2. [リストのクリーンアップ] アイコンをクリック 
3. [リストのクリーンアップ] 画面では、

[Organization Names.fuz] という名称のファ
ジーマッチ フィルターを選択 

4. [適用] ボタンをクリックし、自動クリーンアップ
を実行 

自動クリーンアップが完了した後、[クリーンアップ
確認] 画面を表示（この画面で、自動処理の結果を手
動で変更することもできます） 
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リストのクリーンアップ 
 

 

リストの自動クリーンアップを実行した後、ファジー
マッチ フィルターによって結合された項目が表示され
ます。 

ある企業を他の企業の上にドラッグ＆ドロップするこ
とで、さらにクリーンアップを改善することができま
す。 

例えば、左図では、フィルターによって認識された 2 
つの異なった企業名（INTEL CORPORATION およ
び INTREL CORPORATION (A DELAWARE 
CORP)） が表示されています。同一の企業が別々の
名称で表示されている場合、両者をドラッグ&ドロッ
プで一つにまとめることができます。リストの中のこ
れらの項目は結合されて分析されます。 

[部分一致項目を検索] や [入力して検索] などを利用
して、一致しやすくすることができます。 

任意で、この結合をシソーラスとして保存することが
でき、今後の処理で適用することもできます。 

[適用] をクリックし、新規リストを作成します。 

企業レポートのためのフィールド選択のヒント 
企業レポートには、クリーンアップされたデータが最も適しています。新たにクリーンアップされた譲受人/出願人を分
析に使用します。その他のフィールドについては、デフォルトではないフィールドでレポートを実行したほうが役立つ場
合があります。年データおよび国データとして、出願年/国、出願年/国（ベーシック）、優先権主張年/国、公報発行年
/日などのデータを利用すると別の見方を行うことができます。例えば、[優先権主張年 - 最先] は、その技術の権利保護
が開始された年について示し、発行国はターゲットとなるマーケットの国、優先権主張国はアイディアの起源となった国
を示します。技術は分類コードによって表されますが、DWPI マニュアルコードに縛られることなく、より大まかな分
類の DWPI クラスや IPC キャッチワードも利用することをおすすめします。  

企業レポートの実行とデータカテゴリの設定 
DDA クリーンアップを実施したファミリーベースの DDA ファイルであることを確認してください。このファイルは、
インポート時に自動的に作成されます。 

 
 

1. リボン上で [レポート] をクリックし、 
[企業レポート] を選択します。 

2. データがクリーンアップされたものであるかど
うかが確認され、そうでない場合はクリーンア
ップ処理後に実行します。 
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企業レポートのための 5 つの主なカテゴリが表
示されます。 
• [人名] - 通常、発明者 
• [機関名] - 譲受人、または任意に作成した譲受人

のグループ 
• [国] - 優先権主張国 (発明がなされた地域) または

DWPIファミリーメンバー国 (出願先の国) 
• [年] - 優先権主張年 - 最先 (発明がなされた時期) 
• [技術] - DWPI マニュアルコード (Derwent 分類

システム) または IPCが技術の比較に利用されま
す 

企業レポートを利用する 

 

1. 企業レポートは、Microsoft Excel 上で表示 
2. このレポートの [概要] シート上に要約情報を表

示 
3. [要約] 欄には、企業分析、レコード数、年の範

囲、レポート作成日を表示 
4. [対象範囲] 欄には、分析されたデータを表示

（例: 選択により優先権主張国か発行国） 
5. 参照する分析情報を左上のリンクから選択する

か、各 Excel シートを直接選択 
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レポートの結果の説明 

 

各シート右上にあるグレーのテキスト欄には、
それぞれのレポートの説明が表示されます。各
シートの情報は、以下のような疑問を解決する
のに役立ちます: 
• その企業のトップのテクノロジーは何か？ 
• 経時的、特許発行国、テクノロジーにトレンドは

あるか？ 
• 主要な発明者および共同出願人は誰か？ 
 
左のグラフは、優先権主張年を元に、DWPI マニュア
ルコードで示されているテクノロジーごとのレコード
数を表示しています。これにより、企業のポートフォ
リオの主要な技術領域、技術の多様性、およびその他
の技術トレンドについてすばやく確認することができ
ます。 
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